
 

 

 

令和７年８月２６日 

Ｎｏ．６  高屋中学校 保健室 

 

 

 

夏休みは心身ともにリラックスして、元気に過ごしましたか？前期後半から 

の学校生活に向けて少しずつ、生活リズムや気持ちを学校モードに切り替えて 

いきましょう。 

今年の夏は気温が 40度近くになり、体にこたえる暑さでした。暑さや学校生活のリズムに慣

れず、体調不良になる人もいるかもしれません。全国的に新型コロナウィルス感染もみられます。

体調不良を感じたら、十分に休養をとるなど早めに対処するようにしましょう。 

 

 

『災害は忘れたころにやってくる』ということわざ

を聞いたことはありませんか？平和な日々が続くと、

油断して災害にあう可能性があるという意味です。常 

に災害に対する教訓を忘れないことが大切です。いざという時に行動できるように、日頃から災

害に対する備えをしたり、家族や周りの人と話をしたりしておきましょう。状況を想定すること

は、判断や行動を起こすために役立ちます。 

                

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

夏休み前に、皆さんに応急手当・AEDに関するアンケートに協力してもらいました。その結

果、『高屋中のＡＥＤがある場所』について、「知っている（73％）」「知らない（27％）」でした。

『家族が動けなかったり、倒れたりしたときにどうするか？』については、最も多かったものは

「119番通報をする（87％）」でした。 

いざというときに、焦りと不安で動けないかもしれ 

ません。しかし、目の前の人を助けるために、中学生の 

皆さんはできることがたくさんあります。声をかける、 

誰か人を呼ぶ、119番通報をする、AEDを持ってく 

る、できる応急手当をする、などがあります。 

何か行動を起こすためには、勇気と思いやりと知識 

が必要です。わからなくても、不安でも勇気を出して、 

ぜひ声をかけてください。相手は心強く感じるものです。 

 

              

 

９月の保健目標 体力の増進とけがの予防に努めよう 

裏も見てくださいね。 

職員玄関前～覚えてね

～ 



７つのまちがいを

さがそう

 

＜保護者の方へのお願い＞ 

① 学校の管理下（登下校も含む）でけがをして、病院を受診したら学校へ連絡をお願いします。 

② 夏休み中に健康診断の結果を受けて受診した人は、治療報告書の提出をお願いします。 

                               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

夏休み中、気づいたら、ひまつぶしにスマホを見ていたということはありませんか？

自分がスマホにのめりこみすぎていないか、チェックしてみましょう。 


